






（土壌の微生物を殺菌する薬剤）などの農薬を長年

使用している農地の微生物は、もはや検出限界以下

になっているのが現状なのです。「農業は自然の上

に成り立っている」と云われておりましたが、これは

昔話になったように思います。

　それでは日本の化学肥料や農薬の使用量は、世

界の中ではどのくらいに位置しているのでしょうか。

　表2 は、主要国における単位面積あたりの化学肥

料の使用量を示しています。集約型農業が進んだ日

本では、単位面積あたり最も多い量の化学肥料を

使っているのが現状です。化学肥料の原材料価格

が高騰している現在、大きな影響を受けているのは

日本だと思います。

　化学肥料を多く使った農産物は、緑が濃くなりま

す。これは、硫安（硫酸アンモニウム）などの窒素

系化学肥料を多く施肥すると、農産物の緑が顕著

に濃くなるためです。それに伴い、植物中の硝酸イ

オンが多くなります。この硝酸イオンの取り過ぎは、

がん等を引き起こすことが指摘されており、ヨーロッ

パでは規制の対象になっています。そのほか、化学

肥料のやり過ぎは、苦み（えぐみ）が増すことから、

食味にも影響がでます。図1に化学肥料施肥と有機

肥料施肥の葉菜類（葉物野菜）の一般的な違いを

示します。このように化学肥料は水によく溶け早く吸

収するため、本来植物が要求する以上に肥料成分

を吸収してしまうようです。

　図2 には、耕地面積あたりの農薬使用量を示して

います。突出しているのは中国ですが、日本は欧米

に比べ多くの農薬を使用しているのがわかります。

　農薬に関連して、農産物の農薬残留基準というも

のがあり、これは各国によって基準値が異なります。

ネオニコチノイド（殺虫剤）を例にとり、日本と EU

の残留農薬基準の比較を図 3 に示します。このよう

に、日本の残留農薬基準は、EUと比べると 50 倍

前後ゆるくなっているのです。この農薬残留基準が、

日本の農産物の海外輸出の足かせとなっています。

　それでは、欧米での農業はどのような方向に進ん

でいるのでしょうか。

　アメリカでは、化学肥料や農薬を使わないか、ま

たはそれらの使用を抑えるという方向に進んでいま

す。具体的には、アメリカのスーパーマーケットでの

有機農産物の比率は、年 増々加しております。これは、

図２　各国の単位面積あたりの農薬使用量
　　（2017 年、FAO 統計データベース）

表２　主要国における化学肥料使用量比較

図１　有機栽培と化学栽培の違い
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生活者が強く有機農産物を望んでいる背景もあるよう

です。従来の慣行栽培の農産物を販売するスーパー

マーケットが縮小傾向なのに対し、小型ですが有機

農産物専門のスーパーマーケットが多くなっており、

有機農産物の販売が顕著に増えています。アメリカの

オーガニック農作物の売上高は、2021 年には前年か

ら 5.5％増加し、初めて 90 億ドル（約 1 兆 1,500 億

円）を超えたそうです。高まる環境意識と有機農作

物への需要増加により、アメリカにおけるオーガニッ

ク市場は今後も拡大する見込みのようです。このよ

うに、アメリカは間違いなく有機農業の方向に進ん

でおり、ヨーロッパも同じ方向に進んでいます。

　一方、日本の動向はどうなのでしょうか。

　日本の残留農薬基準は海外と比べるとゆるく、農

産物輸出の足かせとなっている現状等から、農林水

産省では 2021 年 5 月「みどりの食システム戦略」が

策定されました。この戦略は、2050 年までに日本の

全農地の約 25％（約 100 万ヘクタール）を有機農業

に変えるというものです。具体的には、下記のよう

な概略になります。

1．調達

　●資材・エネルギーの脱輸入

　●脱炭素・環境負荷低減

2．生産

　●持続可能な生産体制

3．加工・流通

　●ムリ・ムダのない持続可能な加工・流通システ

ムの確立

4．消費

　●環境に優しい消費拡大

　●食育推進

　これらを通じて、「持続可能な農村漁村の創造」、

「人材育成、未来技術投資」、そして「CO2 吸収と

固定」を実現しようとするものです。

　これまでの日本の農政が化学肥料や農薬の利用

拡大だったことを考えると、方向性が随分変わって

きたように思います。この戦略は、現在の化学肥料

の価格高騰対策や地球温暖化防止のための脱炭

素・環境負荷低減などの課題対応にも不可欠な方向

でしょう。これらが実現できれば、日本農業は間違

いなくよい方向に進むと思います。ただ、「現在の日

本の有機農業比率は、0.4％程度しかなく、約 30 年

後、有機農業比率を 25％に持って行くことは至難の

業であるのでは」との批判的な意見があるのも事実

です。

　日本は、森林を中心としたバイオマス資源に恵まれ

た国です。これらの積極的な活用ができれば、25％

以上の有機農業比率を達成することは夢ではないと

思っております。これらの点に関し、最終回は、豊

富に存在するバイオマス資源の積極利用による「物

質循環型農業（SOFIX）」についてお話させていた

だきます。ご期待下さい。

立命館大学　生命科学部　教授
久保　幹（くぼ　もとき）

1983 年、広島大学工学部卒業。
1985 年、広島大学大学院博士課程
前期課程修了。1992 年、博士（工学、
大阪大学）。1994 年、米国イリノイ州
立大学医学部・文部省在外研究員。
1997 年、立命館大学理工学部助教授。2002 年、立
命館大学理工学部教授。2008 年　立命館大学生命
科学部教授。現在に至る。

（一社）SOFIX 農業推進機構　代表理事、琵琶湖・環
境イノベーション研究センター　センター長、近畿アグ
リハイテク理事、日本生物工学会代議員。
主な著書に「SOFIX 物質循環型農業（共立出版、2020）」

「土壌づくりのサイエンス（誠文堂新光社、2017）」。

図 3　日本と EU の残留農薬基準値の比較（ネオニコチノイド）
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　高層ビルが立ち並ぶ都心を出発し、池袋から東
武東上線に乗り込む。川越を過ぎたあたりから車窓
からみえる風景が目に鮮やかな緑色に変わりはじめ
る。しばらくすると私がこの４月から勤める（独）国
立女性教育会館（通称ＮＷＥＣ）のある武蔵嵐山駅
に到着する。武蔵嵐山駅は埼玉県のほぼ中央に位
置する嵐山町にある。町名の由来は、昭和初期に
著名な学者が「景観が京都の嵐山に似ている」と
言ったからだという。もともとは菅谷村と呼ばれてい
たところで、今年のＮＨＫの大河ドラマ「鎌倉殿の
13 人」に登場する比企一族、畠山重忠公が居住し
ていた菅谷館跡もある由緒ある地である。
　駅から15 分ほど歩くと、森の中に建つ NWEC が
見えてくる。東京ドーム２つ分の広大な敷地に 1977
年に創設された国の社会教育施設である。周囲に
植えられている木は四季折々の花を咲かせ私たちの
目を楽しませてくれる。近くを流れる都幾川堤は桜
の名所で、「NWEC の宿泊棟から見渡す桜並木は
見事ですよ」と職員が教えてくれた。着任した頃は
鳥の囀

さえず

りが心地よく響き、鶯があちこちで啼き競い、
思わずたちどまり聴き入る私がいた。茶室の傍らに
ある池には時折カワセミの姿を目撃することもあっ
た。梅雨の時期には色とりどりの紫陽花が咲き誇り、
夏の終わりはセミの大合唱。オンライン会議でスピー
カーがセミの声をひろってしまい、「セミが賑やかで
聞こえません！」と会議中に窓を閉めることもある。
　そんな自然豊かな環境に恵まれた NWEC のある
嵐山町にはとっておきのシンボルが存在する。それ
は日本最大級の蝶と言われている国蝶「オオムラサ
キ」だ。オオムラサキの和名の由来はオスの成虫の
羽の青紫色に輝く部分からきているそうだ。羽を開
くと大きいものだと 12 センチくらいになり、メスのほ
うがオスよりも少し大きいらしい。ところでなぜオオ
ムラサキが国蝶になったのだろうと疑問に思ったの

で調べたみた。なんと私が生まれた 1956 年にオオ
ムラサキが 75 円の記念切手に採用されたことが契
機だった。翌 1957 年に「勇ましく、堂 と々しており、
華麗である事」、「日本中に分布している事」という
理由で日本昆虫学会が選定したのだ。かつては北
海道から九州にかけて生息していたらしいが、環境
汚染により都市近郊では絶滅の危機にある。嵐山町
はオオムラサキ保護のための「オオムラサキの森活
動センター」を設け、館内ではオオムラサキだけでな
くいろいろな蝶の生態を学ぶことができるようになっ
ている。タイミングがよいと菅谷館跡の森に生息し
ている自然のオオムラサキが空を飛ぶ姿を観ること
ができるらしい。運がよけりゃ♪ 運がよけりゃ♪ の
メロディを口ずさみながら来年を待つことにしよう。
　そうそう、NWEC は日本の男女平等推進を担う
機関として様々な事業を展開しているが、その象徴
ともいえる木がある。人呼んで「男女共同参画の木」

（写真）。一見どこにでもあるような３本のシラカシ
の木が並んでいるのだが、眺めているとそのうちの
２本の木の根元近くがつながっていて、「仲良く手を
つないでいるように見える」かららしい。オオムラサ
キと「男女共同参画の木」を見つけに、ぜひ嵐山町
を訪れていただきたい。
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す。ユニフォームプロジェクトはその一環で、リサイ
クル可能な繊維や成長が早い植物を原料とした繊維
といった環境への負荷をできる限り抑える「グリー
ンマテリアル」素材を積極的に採用。さらに、製造
工程の無駄を可能な限り省き、長く使用できる耐久
性を追求しています。
　回収の輪は異業種にも広がっています。JR 東日
本グループの株式会社 JR 中央線コミュニティデザ
イン（JRCCD）とJR 東日本スタートアップ株式会社
は、アパレルブランド「ALL YOURS（オールユアー
ズ）」を運営する株式会社オールユアーズと協業で
不要になった衣服を鉄道駅で回収、再利用・資源
化する仕組み「MAWASU STATION」の実証実
験を開始しました。
　MAWASU STATION は、着られなくなった衣服
を再利用や資源化によって、再び必要とされるもの
に生まれ変わらせる仕組みです。JR 中央線、JR 南
武線の駅とJRCCD の駅ビルを回収拠点として、利
用者の不要になった衣服を回収し、メンテナンスや
抗菌加工を行ったうえで、企業ユニフォームなどへ
再利用します。再利用が難しい衣服は、有機物分
解処理によって、次の製品の原材料として資源化し
再生利用に回す計画です。
　鍵は、有機物分解装置「Umore」。磁力を応用し、
有機物を分解処理。強い磁場を通した空気と熱を
与えることにより、有機物の分子結合が弱まり、「燃
焼」を伴わずに急速に酸化・分解を促すというスー
パーマシンです。燃焼を伴わないため、CO2、塩素
ガス、ダイオキシンなどの発生量を、環境基準値以
下に抑えることかできます。
　ファッション産業は、エコロジーの世界では「悪
役」でした。環境汚染、大量生産・大量廃棄、新
興国における労働条件などが批判の対象となってい
ます。さまざまな企業と新しい技術を取り込んで、
改善されていくことが期待されます。

　「環境に優しいユニフォーム」と聞くと、何を連想
するでしょうか。CO2 を極力排出しない製造工程、
省エネ、再生素材、回収とリサイクル…。どれも正
解です。近年は SDGs（持続可能な開発目標）、サー
キュラーエコノミーといった大きなテーマのもと、参
画する企業の顔ぶれも多彩に広がってきました。「繊
維ニュース」編集局がキャッチしたいくつかの事例
をご紹介します。
　最初にワークウエアを再生したスニーカーの話題
です。地域活性化事業を行うディスカバーリンクせ
とうち（広島県福山市）が取り組む、使用済みユニ
フォームを再利用し新たな製品としてよみがえらせる
プロジェクト「リクロー」は、レザースニーカーを企
画、生産するスピングルカンパニー（同府中市）と
コラボレーションしたスニーカーを販売しています。 
リクローは、役目を終えたワークウエアを回収し、
新しい製品へ再生するというプロジェクトです。備後
産地を中心にワークウエアを供給した後、着古した
ウエアを供給先から回収して新しい製品へ再生。産
地発のサーキュラーエコノミー（循環型経済）の実
践を目指しています。
　スピングルカンパニーの主力ブランド「スピングル
ムーヴ」の定番商品に、デニムのワークウエアを解
体し縫い合わせて作った生地を採用しました。回収
したユニフォームを使うことに加え、さまざまなパー
ツを組み合わせているため、1 足ずつ表情が異なる
のがポイントです。
　次に、スポーツアパレルのゴールドウインの取り組
みです。オリジナルブランド「ニュートラルワークス」
でユニフォームを製作する「ニュートラルワークス . 
ユニフォームプロジェクト」を展開しています。対象
は、環境への配慮や、スポーツ、健康に関連する取
り組みを行う企業・団体など。同社は長期ビジョン

「プレイアース 2030」で、二酸化炭素排出量の削減
や、2030 年までに環境負荷低減素材を使用した製
品比率を 8% に引き上げるなどの方針を掲げていま

新規参入で広がる
「エコなユニフォーム」の輪

ダイセン株式会社 記者 富永 周也氏

エコ＆
ユニフォーム
最前線
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　本機構は、環境保全に配慮したユニフォームのリサイクルシステム提供事業（リサイクルマーク事業）を実施して
います。「ユニフォームリサイクルシステム」は、環境保全に配慮しているユニフォームにリサイクルマークを縫着し、
製造から販売、供用、そして使用済みとなり適正に再生利用されるまでユニフォームの生涯管理を行うことで、廃
棄物の減量や有害物質の発生削減を目指すシステムです。
　令和 3 年度の事業実施状況は、下記のとおりです。

２．使用済みユニフォームの回収状況
　使用済みユニフォームの回収点数は 18 万 9,897
点、回収件数は 853 件でした。
　内訳は、マテリアルリサイクルマーク付ユニフォー
ムが 17 万 6,502 点（839 件）であり、ケミカルリサ
イクルマーク付ユニフォームが 1 万 3,395 点（14 件）
です。（図5、6参照）

１．リサイクルマーク交付状況
　リサイクルマーク交付枚数は 38 万 1,328 枚、交
付件数は 587 件でした。
　内訳は、マテリアルリサイクルマークが 48 万 1,621
枚（331 件）、ケミカルリサイクルマークが 5 万 9,123
枚（256 件）です。（図1～4参照）

３．使用済みユニフォームのリサイクル処理状況
　リサイクルマーク付使用済みユニフォームの処理
は 17 万 6,502 点（約 79.3t）でした。
　内訳は、マテリアルリサイクル処理が 17 万 6,502 点

（約 72.6t）、うち自動車内装材に 14 万 9,435 点（約
63.4t）、屋根下防水材に 2 万 7,067点（約 9.2t）再生
されました。ケミカルリサイクル処理は 1 万 3,106 点（約
6.7t）、全てもとの原料に還元されました。（図7参照）図５　使用済みユニフォームの

縫着マーク別回収状況 図６　地域別回収先分布状況 図７　使用済みユニフォーム再生状況

図２　服種 図４　地域別ユーザー分布状況

図１　リサイクルマークの種類

図３　平均着用期間

令和3年度リサイクルマーク事業
ユニフォームリサイクルシステム実施状況
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2022年度持続可能な社会づくり活動表彰

　関東平野有数の生物多様性と歴史的遺産に恵ま
れた宍塚の里山において、専門家の指導をうけた生
物調査、地域関連歴史資料収集、古民家再生、生
物多様性保全を目標とした雑木林等の植生管理、
外来種駆除、絶滅危惧植物の系統保存、観察路の
確保、田畑・果樹園耕作、農家支援、観察会や小
中大学授業による環境教育、環境系大学サークル
の活動支援、伝統行事の再現、学習会、シンポジ
ウム開催、会報の発行、広報・出版等の広範な活
動を 33 年間継続している。多様な実践活動を有機
的に連携させることで、里山の保全、地域の魅力の
発掘を通じ豊かな社会構築に寄与する活動を目指し
ている。

　本表彰は、持続可能な社会づくりの推進を目的に、持続可能な社会づくりに資する地域社会・国際社会への貢献、
資源循環、環境教育及び生物多様性保全活動等の企業・団体が実施する活動の中で特に優れた活動を顕彰し、
その活動を全国に広く発信することで、民間の環境活動を活性化し、個人、そして企業・団体、地域といったコミュ
ニティの価値観と行動の変革をもたらすことを目指しています。

持続可能な社会づくり活動表彰概要
■表彰の種類

環境大臣賞
環境保全に資する持続可能な社会づくりに資する活動の中で特に優れた活動を実施している企業または団体。
地域づくり活動賞
地域交流を促し、地域を活性化させる環境保全に資する持続可能な社会づくりのための優れた活動を実施している企業ま
たは団体。
ESD 活動賞
持続可能な社会の担い手の育成に関する優れた環境教育活動を実施している企業または団体。
資源循環活動賞
資源循環の促進に関する優れた活動を実施している企業または団体。
生物多様性保全活動賞
生物多様性を保全するための優れた活動を実施している企業または団体。

■審査基準

１．受賞活動紹介
　2022 年度持続可能な社会づくり活動表彰として次の 5 者が受賞されました。

・持続可能な社会づくりに資すること。
・継続的、かつ一定頻度の活動であること。
・波及効果または啓発・教育効果があること
・将来にわたり持続するビジョンを有すること。

・一定の面的広がり、または地域性のあること。
・持続的な発展に向けた工夫や独創性があること。
・地元自治体、地域住民、NGO 等との連携が図られて

いること。

■審査委員会
委員長　小林正明　中間貯蔵・環境安全事業株式会社 代表取締役社長・公益社団法人環境生活文化機構 会長
委　員　竹内恒夫　名古屋大学大学院環境学研究科 名誉教授・特任教授
委　員　星野智子　一般社団法人環境パートナーシップ会議 副代表理事
委　員　森　高一　NPO 法人日本エコツーリズムセンター 共同代表

環境大臣賞
特定非営利活動法人宍塚の自然と歴史の会（茨城県土浦市）

「宍塚の里山の生き物と文化遺産を保全し学び、次世代に伝えよう」
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　市民団体による環境保全活動を通じた故郷を誇
れる青少年育成活動。地域を愛する人材育成が実
り、将来は会の志を引き継いで世界レベルで活躍し
てくれることを期待し、会の傘下に若い世代の組織

「エコユース八代」を発足させ、地域の宝である球
磨川河口干潟の自然を保全するための体験型活動
を実働。廻り繋がる水・生きもの・地球環境を根底
テーマに、専門家指導のもと底生生物・野鳥・植物
観察会、身近な河川の水質調査、干潟の歴史歩き
など、様々な分野の体験型学習や講演会、ワーク
ショップを実施している。

　市民により子どもや保護者へ「体験的環境学習」
を17 年間継続中の活動。
　大都市圏近郊住宅地ゆえ、自然体験不足のニー
ズに幅広く応え、「命」をキーワードに身近な環境や
生き物と触れ合う自然体験活動を提供。環境教育
／学習、都市農業、まちづくり、世代間交流、食育、
SDGs 等、現代社会の諸課題に、複合・横断的に
対応するオリジナル体験プログラムを多彩に実施。
行政・組織・企業と関係なく、市民の問題意識に基
づく自主行動による活動を継続。あえて学校教育や
商業企画ではできない企画を参加費無料で提供。
年 25 回、延べ 260 回以上開催し、参加者総数 1.5 万

人。HP／ブログで活動報告や身近な環境・生き物
についての多様な話題を年 210 回超発信している。

　自動車リサイクル業界で国内唯一、経済産業大臣
の認可を受けている事業協同組合による自動車リ
ユース部品の普及・啓発活動。車の修理の際に新品
部品ではなくリユース部品を使用した場合の CO2 削
減効果を明治大学、富山県立大学と共同研究。LCA
を適用し、新品部品とリユース部品の生産過程にお
いて発生する CO2 を比較算出。その研究成果を国
内外の学会等で発表し、専用サイトでも公開。さら
に、見積書、請求書に CO2 削減量が明記されるシ
ステムも開発リリースし、リユース部品を利用したユー
ザーへの見える化を実現。また、研究成果を活用し、

SDGs の目標
設定や、工場
見 学 会 の 誘
致、ベルマー
ク運動、環境
展への出展等
を実施してい
る。

資源循環活動賞
NGP 日本自動車リサイクル事業協同組合（全国）「自動車リユース部品でカーボンニュートラルに貢献
～ CO2 削減効果の定量化と研究成果を活用した普及・啓発～」

地域づくり活動賞
つくし野ビオトーププロジェクト（東京都町田市つくし野およびその周辺地区）

「自然体験不足の大都市近郊の子供と保護者に市民が提供する「体験的環境学習」の 17 年」

ＥＳＤ活動賞
次世代のためにがんばろ会「故郷を誇れる青少年育成活動」（熊本県八代市）
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２．表彰式
　2022 年 11 月 28 日、KKR ホテル東京（東京都
千代田区大手町）において、持続可能な社会づくり
活動表彰式を開催しました。
　当日は、小林正明会長から主催者挨拶があり、来
賓の環境省総合環境政策統括官 上田 康治氏より
ご挨拶をいただきました。
　続いて特定非営利活動法人宍塚の自然と歴史の
会 理事長 森本 信生氏、つくし野ビオトーププロジェ
クト 代表 小池 常雄氏、次世代のためにがんばろ

会 代表 松浦 ゆかり氏、NGP 日本自動車リサイクル
事業協同組合 事務局長 谷 洋紀氏、株式会社チノー 
環境開発係 係長 村田 匡史氏に表彰状が贈呈され
ました。記念撮影の後、各受賞者から受賞活動の
ご紹介をいただきました。
　最後に、受賞者の皆様の今後ますますのご活躍
をお祈りしますとともに、表彰式にご参加いただい
た皆様へ、この場をお借りして厚く御礼申し上げま
す。

　計測制御機器メーカーによる自社敷地内のビオ
トープを活用した自然環境学習活動。2011 年に事
業所敷地内に「チノー ビオトープフォレスト」として、
近隣丘陵で伐採予定の在来の樹木や下草、土壌を
移植し、昔ながらの自然豊かな里山風景を復元した
ビオトープを整備。希少種の絶滅回避に向けた移
植・保護・育成活動を実施しており、群馬大学と連
携した植物相調査等をビオトープ造成段階から継続
している。地元小学校との環境学習では、地元大
学と共同開発した環境学習プログラム（ネイチャー
ゲーム）や希少種ヤリタナゴの放流、昆虫観察、水
質調査などを実施している。毎週火曜日に一般開放

を行うほか、季節に応じて桜祭り等のイベントも開
催している。

生物多様性保全活動賞
株式会社チノー「チノー ビオトープフォレストにおける環境学習」（群馬県藤岡市）

左から、環境省 上田統括官、NGP 日本自動車リサイクル事業協同組合　谷事務局長、つくし野ビオトーププロジェ
クト 小池代表、宍塚の自然と歴史の会 森本理事長、次世代のためにがんばろ会 松浦代表、チノー 村田係長、
小林会長

15 2022.12.1


